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最近よく聞く ノ「l′」「Jレつて何 ?
新型コロナウィルス感染症は、高齢者においては感染の危険性だけではなく、家に
閉じこもることによる健康への悪影響が懸念されています。なかでも、動かないこと
(生活不活発)で、フレイル (虚弱)が進みます。高齢者が2週間の寝たきりになる
と、失う筋肉量は加齢による7年間で失う量に匹敵するといわれています。
まずは自身の状態をチエツクしてみましょう!
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1日 1回以上は 、誰かと一緒に食事をしますか
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フレイルを予防し

ていくためには持

病 のコントロー

ル、運動療法、栄

養療法、感染症
の予防などが必

要と言われてい

ます。
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(前虚弱) (虚弱)

次回以降の情報便では、おうちでできるフレイル予防・認知症予防の
ポイントなどを医療・介護 0福祉の専門職団体より、随時情報発信して
いきます!

出典 :東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝矢 「フレイル予防ハンドブック」から引用

(身体機能簿書)
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